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２０１４年度社会学科 卒業論文・修士論文・博士論文題目一覧
＜卒業論文＞
【秋吉美都ゼミナール】
崩壊する名づけ――「きらきらネーム」に顕在化す
る階層の再生産 渡邉 祥吾
階層差がしつけに及ぼす影響――「児童中心主義」
教育の再考 戸田 尚太郎
パフォーマンスとしてのオタクアイデンティティ
――オタク大学生を対象としたインタビューから
上柿 篤司
学生生活の充実への通学時間の関与――学生の学び
へのまなざし 宮城 果朋
「認められたい」の活かし方――インタビュー調査
からみる親子関係 安部 詩織
鮨屋から学ぶ労働者意識――鮨屋 Aのエスノグラ
フィ 鳥海 彩夏
女性の幸福はどこにあるのか――現代女性の生活実
態調査から 浅間 千里
日本人が恋愛に消極的なのは本当か――インタビ
ューから見る恋愛の儀礼 井上 直樹
スクーバダイビングは環境に配慮できる個人を育て
るのか 小泉 真照
現代農村の過疎・少子高齢化に対する住民意識――
山梨県南アルプス市秋山地区における事例研究
厚芝 麻里
【宇都榮子ゼミナール】
ファミリー・サポート・センターによる子育て支援
本 莉穂
虐待を受けた子どもの社会的養護―高まる養育家庭
のニーズと実態― 黒崎 なつみ
子どもの遊びの変化～テレビゲームなどのメディア
の影響～ 秦 成美
児童虐待の実態とその援助方法―大阪二児置き去り
死事件と岸和田事件から見る実状― 牧野 沙耶
児童養護施設からみえる子どもの食事～大舎制とグ
ループホームを比べて～ 和田 奈瑠美
時代の流れによって変化した子どもの生活―食育を
通して― 吉友 てるみ
木育、食育、読育からみた幼児教育の現状 小森 亮
障害児と音楽療法 菊地 果奈
児童養護施設退所者への退所後支援の現状 栗原 光子
児童養護施設における発達障害児の教育環境につい
ての一考察 石川 隼人
【大矢根淳ゼミナール】
台東区谷中地区の首都直下地震対応における脆弱性
の根源的原因克服の道筋を探る
～まちまち netへの参与観察とインタビュー調査
を通して～ 羽岡 信
「顔が分かる関係」が成り立つホテル空間は災害時
「みなし仮設」となり得るのか
～アイガーデンエア・ホテルメトロポリタンエド
モントへのインタビュー調査より～ 江成 洋平
生活防災及び地区防災計画制度から考察する「識
災」豊かな実践共同体とそこでのアイデンティテ
ィ形成～岩手県陸前高田市米崎地区でのフィール
ドワークを通して～ 本間 智裕
三陸鉄道が BRTではなく鉄道での復旧にこだわる
理由を集合的記憶論から考察する
～三陸鉄道従業員と沿線住民へのインタビュー調
査から～ 加我 晋二
水利組織スバックの役割から、地域に生まれる公共
性を考察する～バリ島ウブド地域での聞き取り調
査を通して～ 木村 太郎
村落共同体から都市「コミュニティ」モデルへの変
化に対応した地域活動について考察する
～川崎市多摩区宿河原地域でのフィールドワーク
から～ 野 陽子
「パニック」をスメルサーの価値付加過程論を用い分析する
～２０００年に発生したバングラデシュ工場火災事故
とガソリンパニックの事例から～ 百武 美由紀
自己組織性概念の自省作用から見る中間集団として
のコミュニティラジオを考察する
～FMいわきへのインタビューを通して～ 山 航平
地域から生まれる共同性と公共性から考察する
「“復興”概念＝発災から生活再建までのプロセ
ス」の提唱
～岩手県陸前高田市での１０８日のフィールドワー
クより～ 竹田 耕大
世界遺産保護活動を通して、機能分析における潜在
的機能を果たすプロセスを考察する
～株式会社 MIRADORへの聞き取り調査から～
橋本 直幸
宮城県気仙沼市の水産業と復興支援金「がんばる漁
業」の不整合～水産関連事業主へのインタビュー
から～ 但野 まゆ
【勝俣達也ゼミナール】
短時間正社員制度の可能性を広げるために 皆川 夏実
夢を追うこと・諦めること～フリーターの葛藤～
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田口 葵葉
フリーターの「やりたいこと」志向を生む社会的要
因 小野田 優
インターネットの普及がもたらす「流行」の変化―
ボーカロイドからみた一考察― 青木 卓也
地方出身者の移動決定の要因―上京か地元かの意思
決定 木田 遼太郎
現代ファッションとの関わり方―ファッションを楽
しむこととは― 木村 恵理子
継続就労意識を冷却される女性 山崎 音緒
人はなぜ「東京ディズニーリゾート」に惹かれるの
か 原 衣里
ゲーム依存者の実態―彼らの住む「世界」― 浅野 学
採用活動において企業が重視する属性の影響力 滝下 果英
アフリカ諸国の教育開発問題～国際協力による教育
システムの見直し～ 秋谷 梓帆
若者を取り巻くやせ願望～マス・メディアの影響と
ダイエットブーム 矢島 千亜樹
【金井雅之ゼミナール】
公的な同性愛容認のための結婚制度―世界価値観調
査による二国間比較― 石塚 早織
新規学卒一括採用制度の変容―２００５年 SSM調査に
よる世代間比較― 藤岡 悟
母親による児童虐待の規定要因 小澤 真帆
既婚女性における追加出生希望の形成要因 飯島 美緒
目的別に考える大学生活の成果―因子分析を用いて
― 竹中 淳悟
初職非正規雇用からの離脱―２００５年 SSM調査から
― 菊地 卓哉
正社員転職はなぜなくならないのか―労働社会の変
化と転職の展望― 屶網 華子
【川上周三ゼミナール】
消えゆく雀荘 両角 賢人
現代スポーツに潜むナショナリズム 江尻 千草
生産手段の民主化とゲームのこれから 佐久間 愛美
都市観光の魅力と今後の展望―東京スカイツリーと
周辺地域の一事例研究― 山田 美紗季
高齢者の社会的孤立の生じにくい社会へ―コミュニ
ティケアを軸に考察する― 渡邉 瑠璃子
【後藤吉彦ゼミナール】
ICT技術の発展が創造した人々のコミュニケーショ
ン空間 村上 隆一
現代において「人のつながり」は希薄化していない
―つながり方の変容を追う― 中村 日香理
動画投稿サイトに秘められた、楽曲を大衆化させる
力 殿川 晃輔
“ティーン No.１雑誌”の隠された秘密
―雑誌『Seventeen』の特徴からみた赤文字系雑誌
との違い― 福田 宏美
東京ディズニーランドが愛され続ける理由
―物語消費論を通してテーマパーク化した空間と
比較する― 藤宮 拓馬
ゴミアート―なんでもアートになるフィールド―
大貫 拓海
行商人たちの苦悩―路上販売を阻む市民の意識―
金子 健志
「贅沢」の物語を消費する―なぜデパ地下スイーツ
は人を惹きつけるか― 城風 有里
現代社会におけるファッション―ファッションは人
生を豊かにする― 立崎 衣織
ビデオゲームにおける「リアリティ」―ビデオゲー
ムという虚構のリアル― 佐藤 良輔
テレビドラマが与える影響―『ゲゲゲの女房』のド
ラマ巡り― 田村 佳奈
ミニシアターの重要性 壬生 のどか
考えることを放棄した世界―ディストピア化への警
鐘― 佐藤 絵里菜
【今野裕昭ゼミナール】
直売所による地域社会振興 伊藤 友裕
「協働」の中に見る地域社会の担い手
―市民・行政両セクターの在り方に関する分析―
鈴木 良侑
スポーツと地域の共存 ―地域の中のスタジアム
渡邉 麻衣
郊外の発展と今後の課題 ―首都圏の事例を中心
に― 木村 安希
ロックの社会学 小林 俊一朗
東京都の都市計画におけるウォーターフロントの位
置づけ 開発における影響や波及効果を探る 渡辺 啓
【嶋根克己ゼミナール】
軍隊と社会の距離感――管理と監視の視点より――
齋藤 和輝
縛られる感情 高橋 葵
学校文化の変容といじめ問題――教師・生徒の二項
対立の視点から―― 石村 諒太
個室化する現代社会――自己と他者双方からの承認
を獲得させるオタクというクスリ―― 佐藤 正昇
『分かり合えない』ことを他者性という視点から理解する
――完全を目指さないコミュニケーションの在り
かた―― 清水 祐理
不平等を生み出す学歴社会――文化・経済資本が決
定する進学機会―― 城田 夕希亜
主婦カテゴリーに抑圧される女性たち――自明視さ
れる家事労働による二重負担―― 赤木 苑子
日本のリスク社会化による安心イデオロギーの創出
神山 幸大
「学校」の存在意義――「生きづらさ」の軽減を目
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指して―― 設楽 有紗
【永野由紀子ゼミナール】
現代日本の少子化―都市と農村― 宮澤 洋輝
現代家族における家族内の地位と役割―役割期待と
現実のズレ・役割葛藤― 村山 果帆
東北タイ山岳民族の子どもたちの現実と未来 田中 久姫子
日本人の宗教意識 見目 紗貴
【馬場純子ゼミナール】
スタジアムにおけるプロ野球ファンの一体感とは
高科 美穂
子どもの貧困について―親の学歴・収入は子どもの
学力・進学率に影響するのか― 吉弘 眞理
生活保護家庭における子どもの将来―教育から貧困
の連鎖を止める― 一ノ瀬美樹子
孤立無業（SNEP）から日本人のコミュニケーショ
ンのあり方を考える 瀬下 真優
【樋口博美ゼミナール】
歴史的町並みの保存における地域の取り組み 高橋 愛
現代社会の中の読書の意味を探る
――その変遷、紙媒体の本が人々に支持される理
由―― 寺島 浩美
地域活性化におけるインターネットの役割 藤井 栄希
悪魔の音楽 ヘヴィ・メタル――「反社会的」とい
われる理由と本質―― 宮島 賢哉
日本におけるコンセプトカフェの流行――欲望と癒
しの消費の場―― 三浦 愛莉
多勢のところに同質化していく日本人――ゆとり教
育後の若者を中心に―― 東 瑚乃美
都市社会における迷惑行為と人々の意識――なぜ迷
惑行為はなくならないのか―― 高橋 聡太
学歴社会が生み出す格差と学生の低い意識――奨学
金を通して見る社会―― 佐藤 良宣
地域の中の小規模事業者――和菓子店を事例として
―― 川合 なるみ
なぜ若い女性はパワースポットを訪れるのか
――日本女性の結婚の在り方の変化から考える
―― 工藤 咲樹
待機児童問題が解消しない理由――家事労働負担の
不均等の観点から考える―― 奥村 仁美
地域に根付く祭りの伝承―― 埼玉県加須市加須夏
祭りを事例として―― 高瀬 由季
人々の「農地」に対する愛着の根源を探る
――京都縦貫自動車道建設に伴う水田買収を例に
あげて―― 大野 純輝
【広田康生ゼミナール】
公園の空間的性格に関する研究～望まれる公園の姿～
吉田 梓
消費社会の在り方 田島 凌
ポケットモンスターが幼児期と児童期の子ども達に
与える影響
～発達心理学的概念を手がかりに～ 尾形 竜太郎
ライブ空間の研究～パフォーマーとオーディエンス
が創る空間性～ 大波 俊
郊外における地域性の創造について 岩下 ふみか
情報化社会における地域活性化～地域ブランドは必
要なのか～ 酒井 佳樹
サードプレイスとしてのスターバックスコーヒー～
コーヒーカップに映るもの～ 塚田 友香
日本における第三国定住難民とインドシナ難民の受
け入れとその影響 秦 勇気
イスラム・スポットに見る現代都市コミュニティ研
究の方向性
～新宿百人町イスラム・スポットを事例にして～
谷 優希
【藤原法子ゼミナール】
「移民受容システム」を目指した試論 熊田 健一
日本のスポーツ振興政策と地域社会の関わり
―総合型地域スポーツクラブはスポーツの発展と
地域コミュニティ形成に貢献できるか―
岡部 駿佑
地域におけるプロ野球チームの役割 山 友貴
災害ボランティアに求められるものとは―被災地か
ら見えたボランティアの姿― 真井 浩貴
商店街活性化のために「行政」と「商店街」が目指
すべき方向性
―買い物の場の提供が信頼関係を築く― 高瀬 勇人
なぜ吉祥寺は魅力的なのか―まちを居場所にすると
いうこと― 清水 裕太郎
特色を生かしたまちづくりとは―みなとみらい２１を
手がかりに― 池谷 誠司
人を地方に留めるには―川崎市と諏訪市の比較によ
って見えるもの― 田中 大樹
＜修士論文＞
現代日本における若者の親密性と苦悩の構造―エリ
クソンの発達段階説の視点から― 小沢 明彦
＜博士論文＞
芸術への参与を動機づける社会的条件
―１９８０年代旧東ドイツにおけるアンダーグラウン
ド文学の成立条件についてのシステム理論に基づ
く芸術社会学的分析― 矢崎 慶太郎
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